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ヒーニーの『サンザシの実』の寓意詩
一脱構築される国民詩人一
橋本愼矩
はじめに
　数年前にダブリンのさる書店にエドナ・ロングリーのFrom
Cαthlθθn　to　Amorexia：The　BrθαんDown（～f　1γelαn（t（Dublin：Attic　Press，
1990）を発注した。到着した冊子スタイルの本には書店主の手紙が同封
されていた。内容は「このような北の，偏見を持った知識人のものは読
まないほうが良い」という趣旨であった。おもわずニヤリとしてしまう
ような「お節介な」手紙であるが，北アイルランドの紛争をめぐるセク
ト主義が日常に浸透している証拠のひとつである。
　著者のエドナ・ロングリーは現在，ベルファストのクインズ・ユニヴ
ァーシティの英文学の講師であると当時に，北アイルランドでも最も活
躍している批評家（論客〉の一人である。Poetrzl　in　the　urars（1986）や
Lozeis　Mαcl＞iece’AStudy（1988）などの優れた著書があり，Irish
RevietVの編集者でもある。Poetry　in　The　wαrsにはヒーニーの『北』
についての詳細な論考が再録されている。彼女は‘Kinship’や‘Bog　Qeen’
のような作品にヒーニーのカトリック民族主義の姿勢を読みとる。彼女
によれば，これらの詩にみられるのは歴史を巻き戻そうとする「復古主
義」であり，「先祖返り」である。ヒーニーの郷土愛とbogの神話が結
託して生み出すものは，歴史は変わらないとする「決定論」
（dete㎜inism）である。
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　上記の冊子でエドナ・ロングリーは北アイルランドのプロテスタン
ト・ユニオニズムとカソリック・ナショナリズムの不毛の二項対立を，
両者ともに，時代錯誤の男性支配の家父長制であると指摘している。死
を賭して陣営を守り抜こうと言う‘male　death－cult’，あるいは‘macho
politics’に彼女は否という。互いの陣営が浸透し合う通路として北アイ
ルランドを現実的に直視するときに，怨念のCathleenは消滅するのだ
というのが彼女の主張である。
　彼女は，北アイルランドの平和は，カトリック民族主義が夢見る植民
地化以前の‘Edenic　Oneness’によってはもたらされず，むしろモダニズ
ム的な‘pluralistic　fusion’に未来の可能性があるとみている。エデンの園
が人類にとってすでに失われているように，失われた土地を回復しよう
という傾向，失われた「起源」を求めようとするロマン派的な運動を彼
女は警戒する。ヒーニーの詩に散見される失われた領土への「敬信」
（piety）が批判の対象となるのはそのためである。彼女は「アイルラン
ドにおける政治と文学の不健康な交じりあいが，ロマンティシズムの援
護を受けて，悪循環を生じ，悪い文学と悪い政治を生み出している，が
ゆえに」歴史の書き替えを主張しているrevisionistのConor　Cruise
O’Brien（徹底した反ナショナリスト，反IRAである）を支持している。しか
し，彼女は，アイルランドの不幸な二項対立を解消し，アイルランドの
諸問題を地域を越えて検討しようという趣旨の元に，Mark　Hederman
（ベネディクト派の修道士）とRichard　Keamey（UCDの哲学講師）がダブリ
ンで1977年に創刊したCrαne．Bαg（ヒーニーも寄稿している）には批判的
である。彼女は，Cγαne　Bαgの後を受けて，デリーでBrian　Frielらによ
って創設されたField　Dαgもアンチ・プロテスタントであると見ている。
そして括弧付きであるとはいえ‘Perhaps　Ulster　readers　are　better
equipped　than　Southemers　to　crack　the　codes　that　emenate　from　part　of
one　province’（1）と言っていることを見ると，カトリック系の作家や批評
家や学者がダブリンやデリーを根拠地にしておこなう文学・演劇活動に
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（Fiθld　l）αy　PαmphlθtにはTerry　EagletonやEdward　Said，　Frederic　Jamesonなど
も寄稿しているのだが）警戒心が働くらしい。
　彼女の批判を敷術して言えば，ヒーニーの詩にみられるnative　ground－
femininityの連鎖も，民族主義の温床であり，帝国主義によって犯され
た領土の復活の夢，18世紀の政治詩に登場するThe　Dark　Rosaleenや
Cathleen　Ni　HoUlihanの甦りである。それは強いては領土の回復のため
の殉死の美学のもとに闘争とテロを続けるIRAに通じる。‘Gifts　of　Rain’
を分析することによってすでに明らかにしたようにヒーニーの民族主義
的傾向はuantering　Outにすでに明確に現れており，その沸騰の頂点が
「北1であった。この時点で，ヒーニーが，自分の詩のmythosが，政治
（アイルランドではセクト主義と直結している）と直接に結び付けられる危
険性を知っていたことは，自分の詩の原点がCatholic　Nationalismと関
係していることを認めている事からも明らかである。『北』以降，イエ
イッの場合と同様に，アイルランドでは文学が政治と直結する現実にヒ
ーニーも直面することになる。
　歴史を，過去に想定される理想のゲール社会の時代（エドナ・ロングリ
ーの言葉で言えば，‘Edenic　oness’が存在した時代）にまで巻き戻そうとする
傾向，つまりプロテスタント社会をアイルランドの歴史から抹殺しよう
とする意図を批判するのはエドナ・ロングリーだけではない。おなじく
ベルファスト生まれの，プロテスタント系の（アカデミズムの世界にもセ
クト主義が見られるのはアイルランドだけではないことは言うまでもないが）
批評家Jo㎞Wilson　Fosterは，カトリック系の詩人でヒーニーに多大な
影響を与えたと思われるJohn　MontagueのThe　Rough　Fteldを論じて次
のようにいっている‘2）。
Still，　it　is　difficult　not　to　detect　in　The・配ougんF乞θ乙（オaCatholic
cultural　dilemma　in　Ulster．　The　Ulster　Cathohc　writer　has　lived　for　so
long　with　the　imagery　of　land－decay　and　land－loss　that　he　has
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become　addicted　to　it；and　so　when　he　encounters　evidence　of　that
reversal　of　decay　which　his　verse　has　imphcitly　called　for，　he　baulks
at　it，　There　are　other　reasons　for　his　baulking．　What　he　wants　often
seems　not　to　be　progress，　a　forward－looking　reversal　of　decay
through　agricUltural　improvement，　but　rather　a　retum，　the　recovery
of　a　politico－spiritual　impossibility－amythic　landscape　of　beauty　and
plenitude　that　is　pre－Partition，　pre－Civil　War，　pre－Famine，　pre－
Plantation　and　pre－Tudor．
　詩に政治的メッセージを読み取るフォスターやロングリーからみれば，
モンタギューの詩だけではなく，1789年のUnited　lrishmenを扱ったヒ
ーニーの‘Requiem　for　the　Croppies’（Door　into　thθ　Dαrk）や‘Linen　Town’
（Wintering　Out）も，きな臭いもの（北を南に統合することを目指す
Republican　VieWpointに無縁ではない傾向〉に見えるのである。それでは現
在の北アイルランドの詩と批評がプロテスタントとカトリックの二党派
間の対立と批判の応酬かというと，ことはそう単純ではない（そのよう
に見えるのはこちらがセクト主義に陥っている場合だけである）。プロテスタ
ント系（不本意ながら出身を示すためにこういう二分法をしばらく使うことと
する）のトム・ポーリンはLibertg　Tree，その他の詩集で北アイルラン
ドのプロテスタント（とくにプレスビテリアン）社会を批判的に捕らえて
いる。それをエドナ・ロングリーは皮相な観察であると再批判している。
カトリック系の詩人，キアラン・カーソンはヒーニーを「暴力の桂冠詩
人」と批判していることはすでに他の箇所で指摘した。後に触れるよう
にカーソンや同じくカトリック出身のポール・マルドゥーンはヒーニー
をパスティシュのような彼等の詩に取り込んで解体しようとしている。
したがって現在の北アイルランドの文学地図の塗り分けは単純なカトリ
ック対プロテスタント，あるいはナショナリズム対ユニオニズムではな
く，それらの二項対立を部分的に絡ませつつ，危機的政治状況の中で，
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歴史のdeterminismとrevisionism，文学のNationalistic　Romanticism
（ReVivalisrn）とModernismあるいはPost－modemismの問題を巡って展開
している。
　ヒーニーは時代の制約を離れ，政治と歴史を切り離していると弁護す
るDenis　Donoghueの意見や，神話的言語の危うさを認識しているヒー
ニーは厳しい歴史現実を検証しながら『北」を書いたとするHenry　Hart
の弁護にもかかわらず，ガンの代わりにペンを持って戦う（‘Digging’O書
き出しは‘BetWeen　my　finger　and　my　thumblThe　squat　pen　rests；snu9　as　a　91皿’で
ある）と言う初期のヒーニーの土地に密着した詩はIRAの過激なナシ
ョナリズムと無縁であるとは言いがたい。ヒーニーはその後もマンデリ
シタムを論じる時も（‘Ms　poetry　didn’t　deal　in　any　obVious　way　With　political
messages：it　brought　the　sense　of　terror，　oppression，　seffering　images，　i皿to　music’）
自分の詩を解説するときも一貫して，詩は政治的メッセージではなく，
言語芸術（linguistic　artifact）であると強調している。しかし，彼の苦境
は，その様な区別にも拘らず，アイルランドのカトリックの地方性と関
係した彼の出自から生じている。ニール・コーコランによれば，1969
年から1970年にかけてヒーニーは文芸誌に寄稿した詩では親英派（ロイ
ヤリスト）を攻撃する激しい政治的姿勢を見せていた。しかし，1971年
以降，IRA暫定派が北アイルランドでの爆弾闘争をエスカレートさせ始
めた時点からヒーニーは政治的メッセージの明白な詩を書くことを止め，
Wintering　O2etにもそれらの詩を採録することをしなかったLl’。すでに
他の箇所で触れたように，その後のヒーニーの政治詩の多くは幾重にも
言語的技巧の防御を張り巡らせて，明白な政治的メッセージと受け取ら
れないように書かれている。しかし，ヒーニーのカトリック民族主義は
消滅したわけではなく，幾つかの詩に透かし絵のように浮き出てくるの
である。エドナ・ロングリーらの批判に対抗してヒーニーを弁護する
Henry　Hartも別の箇所でヒーニーとIRAの近親性を指摘しているc4）。
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Heaney’s‘mystic’sense　of　the　dead　parallels　the　ideology　of　Sinn
Fein．　What　saves　it　from　becoming　overtly　political　is　its
archaeological　and　analytic　contemplativeness．　Unhke　the　I　R．A．，　he
is　content　to　simply　explain　myths　of　blood　sacrifice，　worrying　them
into　poems　ilstead　of　reenacting　them　in　the　street，
　以上のようなヒーニーに対する批判を考慮にいれながら本論ではヒー
ニーの‘racial　blood－music’に批判的なポール・マルドゥーンとキアラ
ン・カーソンがどのようにヒーニーを脱構築する詩を書いているかを検
証した後，「サンザシの実』のヒーニーがどのように方向修正をおこな
っているか考察したい。Field　vroγh以降，ヒーニーも自分の方向を
徐々に修正している。おおまかに言えば，政治的（あるいは政治的に受け
取られる神話的），民族主義的な傾向から，「詩の自由空間」，「詩の想像
力の自立性」を強調する傾向への修正である。ヒーニー自身，現在の詩
の置かれた状況について次のように述べており，彼が，自分の受ける批
判に，自覚的であることを示している（S’。
After　1969，　however，　there　was　a　more　than　literary　motive　for　such
castigation　of　the　myth　of　Ireland　as　a　spiritual　entity，　a　mystical
principle　which　could　elicit　the　religiose　devotion　of　not　only　the
you㎎Yeats　but　also　of　the　executed　poet　and　revolutionary，　Padraic
Pearse，　martyr　of　Easter　1916and　sponsor　of　the　blood－sacri丘c　strain
in　Irish　repubhcanism．　With　the　outbreak　of　ciVic　Violence　in　Belfast
and　Derry，　Irishism　was　perceived　to　be　not　only　a　manifestation　of
ethnic　kitsch　but　potentially　a　code　that　speled　loyalty　to　the　aims
and（by　extension）the　methods　of　the　IRA．　Hence，　as　the　seventies
advanced，　it　became血creasingly　dif且cult　to　express　fidelity　to　the
ideals　of　the　lrish　Literary　ReVival，　which　were　essentialy　bom　of　a
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healthy　desire　to　redress　the　impositions　of　cultural　imperialism，
Without　seeming　to　become　allied　with　a　terrorist　campaign　that
justified　itself　by　self－righteous　rhetoric　against　British　imperialism　of
the　original，　historically　rej　ected　and　pohtically　rep㎎nant　sort．
　以下に続く文章の中でヒーニーは政治を忌避せざるを得ない状況下で，
詩は「予言的，愛国的，民族主義的」な要素を排除して，「遊び，アイ
ロニー，パロディー，風刺，エレジー」などの「衛生無害な領域」に向
かう傾向を示していると言う。しかし，歴史的，社会的状況をまったく
忌避することは危険であることも彼は同時に指摘している。
1．ヒーニーを脱構築するポール・マルドゥーンとキアラン・カーソン
　暗示，灰めかし，意味の多重性，錯綜するアナロジー，曖昧な言葉遣
い，言葉の策術が充填されているマルドゥーンの詩はヒーニーも言うよ
うに「もっとも短い叙情詩でも数ページの解説を要する」。字義のずら
し（slippage）が多用されていて，意味が容易に固定されず，詩の中で言
葉が衝突し，たえず核分裂を起こしているような作品とも言えよう。ニ
ール・コーコランはマルドゥーンの詩を「幻覚的断片」と形容している。
核分裂の幻惑によって彼の詩の主人公はトリック・スターのように変身
を繰り返す（Gallogy，　Gollogly　Golightly，　Ingoldsby，　gallowgrassと変身する）。
幻覚のなかでは我々は，多くの事象を多次元的に，しかも無時間的に経
験する。マルドゥーンの詩を読むことは日常の経験を離れて言語の核分
裂の生み出す幻覚に身を委ねることである。Meeting　the　Britishの
‘chinook’を例にとるとchinookという語は1）鮭，2）北米インディアン，
3）クレオール語，4）軍事用ヘリコプター，5）海風を意味するが，こ
れらの意味のすべてが反響しあい，多重的にすべてを意味すると同時に，
何等の確定した一義的意味を伝えない。第四スタンザの℃hinook．　Their
very　name／a　semantic／quibble’はメタ・ポエムとしてのこの詩の構造を
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明示している。つぎにヒーニーの‘ANew　Song’（vainering　Out）とそれ
を脱構築しているマルドゥーンの‘Aisling’比較してみよう。‘A　New
So㎎’は‘Gifts・of・Rain’を簡略化した変奏曲である。
1　met　a　girl　from　Derrygarve
And　the　name，　a　lost　potent　musk，
Recalled　the　river’s　long　swerve，
Akingfisher’s　blue　bolt　at　dusk．
　‘agirl　froln　Derrygarve’はゲール語の地名，つぎに来る‘a　lost　potent
musk’が失われた‘musk　rose’を連想させることからもゲーリック・アイ
ルランドの女性化したThe　Dark　Rosaleenを連想させる。第ニスタンザ
は‘Gifts　of　Rain’とまったく同じようにゲール語の語源を持つMoyola河
が登場する。河の‘long　swerve’は女性の身体の曲線を連想させ，ここで
もヒーニーは風景を女性性でみている。ゲール語を発音するときの口蓋
の構造が風景の暗喩によって表現されている点も‘Gifts　of　Rain’とまった
く同じである。
And　Derrygarve，1　thought，　was　just：
Vanished　music，　twilit　water－
Asmooth　libation　of　the　past
Poured　by　this　chance　vestal　daughter．
　‘vanished　music’，‘tWilit　water－’は失われたゲール音楽とケルトの黄昏
を連想させる。しかし，現在に残るゲール語の地名は英国による
ordinance　surveyによる綴り変更ないし改名をのがれたわけで，英国に
犯された女性であるアイルランド（cf．　‘Act　of・union’）では貴重な遺産，
幸いにも無垢な処女性を残した地名である。過去の聖なる処女の注ぐ水
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は御神酒である。最後の二つのスタンザは既に「メタ・ポエムとしての
geo－poetry」で論じたように，河の増水によって植民者の居住地を奪回
し，再びゲールの土地にする夢（aisling）が語られている。これは先に
引用したJ．W．Fosterの‘the　revovery　of　a　politico－spiritual　impossibility－a
mythic　landscape　of　beauty　and　plenitude’をテーマとした詩である。18
世紀に確立された政治的（aisling＞のお決まりのパターンは，　Thθ
O勿foγd　Com）αn乞on　to　Jrish　L②teγαturθ（ed．　Robert　Welch，　Claredon　Press，
Oxford．lgg6）によれば，「詩人が野外をさまよう間に絶世の美女に出会
う。彼女の描写には常套の決まりがある。詩人は彼女と口をきき，その
名前を問う。彼女は自分はアイルランドであると言う。彼女は夫に棄て
られたことを嘆き，正当なスチュアートの王が帰還することを予言する。
…… Jトリックが勝利し，英国名の外人はアイルランドを去る……」と
説明されている。
　ヒーニーのANew　Songはこの伝統的なパターンに沿ったものと言え
る。だた，既に指摘したように言語自体への自意識的姿勢を反映したメ
タ・ポエムであることがヒーニーの新しさである。
　つぎにマルドゥーンの‘Aisling’を挙げる
1　was　making　my　way　home　late　one　night
this　surnmer，　when　1　staggered
血to　a　snow　drift．
Her　eyes　spoke　of　a　sloe－year，
her　mouth　a　year　of　haws．
Was　she　Aurora，　or　the　goddess　Flora，
Artemidora，　or　Venus　bright，
or　Anorexia，　who　left
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alemon　stain　on　my且amel　sheet？
It’s　all　much　of　a　muchness．
In　Belfast’s　Royal　Victoria　Hospital
akidney　machine
supports　the　latest　hunger－striker
to　have　caned　off　his　fast，　a　sahne
drip　into　his　bag　of　brine．
Ahck　and　a　promise．　Cuckoo　spittle．
Ihand　my　sample　to　Doctor　Maw．
She　gives　me　back　a　confTident　Alt　CLeαr．
　第一スタンザからすでに，日常の経験とずれている事象が出てくる。
語り手は（ヒーニーと違ってマルドゥーンと考える必要も必然性もない）夏で
あるのに吹き溜まりの雪に行き暮れる。日本ならば，雪女に出会う状況
である。絶世の美女であることは，日本的に翻案して言えば，「小鳩の
ような瞳に，さくらんぼのような唇」によって知れる。彼女は神話上の
美女の名前を網羅して語られている。ここまでは伝統的なaislL㎎と同じ
である。しかし，‘or’以下の‘Anorexia’に読者は戸惑う。辞書を索いて見
ると「拒食症」「食欲不振」とある。しかも，綿のシーツにレモン色の
染みを残したというのは？「これはあまりに，あまりではないか」。
　第五スタンザで場面はベルファストの病院に変わる。断食を止めたハ
ンガー・ストライカーに点滴がおこなわれている。同じ病院で語り手は
女医のモー（食道，貧欲な食欲の意味）にサンプル（尿か？）を渡す。彼女
の診断は‘All　Crear’である。
　ここまできて，読者は語り手が雪女とベットを共にしたことを知る。
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性病が心配になった語り手は病院に来たのだ。そこには，テロ活動の容
疑で（おそらく）Long　Keshの刑務所に収監され，ハンガー・ストライ
キをしていたIRAの活動家が点滴を受けている。その病院の名前が，英
帝国主義を象徴するRoyal　Victoria　Hospitalであることは痛烈な皮肉で
ある。
　この詩はマルドゥーンにしては分かりやすい詩である。アイルランド
の永い伝統の中で賛美されてきた麗しの，愛しきロザリーンは拒食症で
ある。しかも性病持ちである。領土回復の為に，彼女のために殉死を厭
わぬIRAの活動家は，拒食症患者のように点滴を受けている。ここには
ヒーニーの‘ANew　Song’のロマンチシズムのかけらもない。最後の‘All
Clear’は多義的に解釈する自由が読者に残されている。1）性病の心配
はない。2）空襲警戒解除，3）危険物は撤去された，4）すべては明瞭
だ。これらすべてが当てはまるだろうが，James　Fentonの詩の不透明
さが読者を煙りにまくために意図的に配されたpoetic　strategyであると
おなじように，マルドゥーンの詩も読者を「滑稽な，過剰な解釈」に誘
導することを狙っているふしがある。最低限あきらかなことは，「麗し
のロザリン」の神話はここでは完全にパロディ化され，彼女のために殉
死を願うIRAの闘争も無価値化されている。かっての美女（アイルラン
ド）は，永年の紛争によって不幸なAnorexiaになっている。エドナ・
ロングリーの1’rom　Cαthleen　to　AnOTextaはこの詩からタイトルを借用
している。彼女の言う‘male　death－cult’あるいは‘macho　politics’はこの
詩の中でみごとに脱構築されているのである。
　ヒーニーやマホンよりおよそ10年遅れて1970年代後半から活躍を始
めたマルドゥーンやキアラン・カーソンは，先輩詩人たちを模倣する段
階を早急に脱して，パスティシュのような詩の中で彼等をパロディ化し
ている。その他，幾つかの詩でマルドゥーンはヒーニーを皮肉っている。
詳しく論じる余裕はないが，‘The　Frog’はあきらかにヒーニーのDeαth
of　a〈NaturαlistとAct　Oプ　Unionを意識して書かれている。彼の編纂した
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フェイバーの『同時代アイルランド詩」は『北」の冒頭の「モス・ボー
ン」のみを収録しているが，これもヒーニーのナショナリスティクな詩
にたいする拒否の姿勢を示している（マルドゥーンはこの選集に自分の序を
付けず，1939年におこなわれた，ルイス・マクニースとRRヒギンズのインタ
ヴューの一部をプロローグとして引用している。そこでヒギンズがマクニースに
自分の民族性〈‘racial　blood－music’〉を認めさせようとするのに対してマクニー
スはそれを拒否する。「その様なものがあるかもしれないが，それは無意識のよ
うなものだから放っておくのが良い」とマクニースは答えている。ヒーニーはこ
の選集の序について言及し，マルドゥーンが民族主義的な詩を排する気持ちは理
解できると‘The　Pre－Natal　Mountain’で書いている。しかしいかに歴史と政治を文
学から切り離そうとしても絶えず，歴史と政治は詩人にいどみかかり，マクニー
スもracial　blood－musicからは自由では有り得ない例としてヒーニーは‘SUite　for
Recorders’を例に挙げている。北アイルランドのカトリック社会の政治から完全
に距離を保つマルドゥーンは「まるで空中を歩くような」詩を書いると評してい
る）。
　意味，メッセージの一貫性を拒否して，「意味の不決定」「不確定性」
「閉じた物語の欠如」を特徴とする点で，マルドゥーンと，次に取り上
げるカーソンはポスト構造主義，ポスト・モダニズムのコンセプトに合
致する詩を書いていると言えよう。エドナ・ロングリーの「マルドゥー
ンの詩はアイルランドと英国のナショナリズムのレトリックを暗に解体
している」（Poθtry　in　the〃Wars）は，同時に初期のヒーニーを対極に置い
た批判にちがいない。
　キアラン・カーソンの詩も崩壊と断片化の特徴を示している。tall
tales，　bailads，　so㎎s，　fid（Ue　tunesから成り立っている彼の詩の多くは物
語詩の形式を取っている。彼の詩の特徴についてTerence　Bro㎜は‘The
tone　is　exuberantly　colloquial，　exploiting　the　rich　textures　of　Belfasし
demotic，　a　kind　of　side－of－the－mouth　Irish　Chandlerese，　interjectory，
garrUlous，　fumy，　compUlsively　derisive，　elhptical　a　nd　unstoppable．’と述べ
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ている‘‘⊃。またカーソンの詩はアイルランド的饒舌と語りべの伝統
（seanachie）の色彩を強く持っている。そして主題は紛争によって崩壊
した現代都市ベルファストの風景のパッチワークである。しかも記号と
言葉と地図に変換された戦場のベルファストである。
　彼は1944年にペルファストのカトリック居住地区に生まれた。4才
まではアイルランド語を話していた。英語は街で聞き覚えたらしい。ク
イーンズ・ユニバーシティ・ベルファストを卒業後は教師，1975年に
はアーッ・カウンシルに勤めている。アイルランドの伝統音楽に詳しく，
その関係の著書もある。詩集としては現在までのところ，ThθIVew
Estαtθ　（1976）　Thθ∫γ乞sh　f（）γ・1＞o　（1987）BθlfaSt　Confetti　（1989）F琶γSt
LαngZLαge（1993）がある。ここではthθ　lrish　foγ　NoとBelf（ust　Confetti
を取り上げてみよう。
　自然に囲まれた農場で育ったヒーニーにとってボグが北アイルランド
の紛争の歴史のシンボルであるのと対照的に都市で生まれ育ったカーソ
ンにはベルファストそのものがシンボルである。しかも爆弾によって吹
き飛ぶベルファストである。
　19世紀以来，リネン工業と造船業によって栄えてきたこの都市は
1968年に始まった内紛のために再び，崩壊しようとしている。爆弾テ
ロと再開発によってたえず変化するベルファストはつねに書き変えられ
る地図として現れる。不在と消滅が矢継ぎ早に生じている地図としての
ベルファスト。
There　is　a　map　of　the　city　which　shows　the　bridge　that　was
　never　built．
Amap　which　shows　the　bridge　that　coUapsed；the　streets　that
　never　existed．
Ireland’s　Entry，　Elbow　Lane，　Weigh－House　Lane，　Back　Lane，
　Stone－Cutter’s　Entry一
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Today’s　plan　is　already　yesterday’s－the　streets　that　were　there
　are　gone・
And　the　shape　of　the　jails　carmot　be　shown　for　security　reasons．
The　linen　backing　is　falling　apart－the　Falls　Road　hangs　by　a
　thread．
When　someone　asks　me　where　1　live，　1　remember　where　1
　used　to　live．
Someone　asks　me　for　directions，　and　I　think　again．　I　tum　into
Aside－street　to　try　to　throw　off　my　shadow，　and　history　is
　changed，
‘The　linen　backi㎎is観ing　apart－the　Falls　Road　hangs　by　a　thread’はこ
の詩の要約である。地図の裏張りであるリネンがはげ落ちて，カトリッ
クの地区であるフォールズ・ロードは今や一本の糸でかろうじて存在す
る記号，名辞にすぎない。かってリネン工業が支えた都市の崩壊が巧み
に暗示されている。たえず書き替えられる地図の都市で記憶の糸をトレ
ースする詩人は迷路に迷う。記号の断片と化した地図としてのベルファ
ストについてカーソンは‘Schoolboys　and　ldlers　of　Pompeli’で「ベルファ
ストは隅から隅まで，メッセージ，罵署雑言，政治スローガン，名前，
ニックネームが書かれ，消され，また書かれる」（いわば重ね書きの皮羊
紙）であると述べている。
　入れ替わり可能な名辞としての地図では‘Today’s　plan　is　already
yesterday’s－’であり，時間の感覚は消滅する（‘the　future　is　only　todayl
Fading　into　the　past’……‘Serial’）。同時に迷路としての都市地図の上では方
向感覚も消滅する。‘Someone　asks　me　for　directions，　and　1　think　again…
…’ ﾜた同時に個人のアイデンティティも不明となる（‘What　is／My　name？
Where　am　I　coming　f『om？Where　am　I　going？’…‘Belfast　Confetti’）。
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　拙論「言葉，言葉，言葉としての地名」で論じたようにヒーニーの地
名の探求は‘Broagh’のようにcommon　groundとしてのゲールの起源に求
められている。それに対して，絶えず書き替えられる地図としてのベル
ファストの「語源」ないし「起源」は見極められない。なぜならそれは
絶えず変化と崩壊を続ける，書き替え可能な迷宮の地図であり，（ボグ
の神話の深層を垂直に掘ることによって「起源」に到達しようとするヒーニーの
場合と違って〉そこに住む詩人自身も街路と建物の名辞の間を水平に移
動する置換可能な記号になる（‘The　map　is　pieced　together　bit　by　bit，　I　am　this
map　which　they　examine…’Question　Ttme’）。
　ベルファストは堆積岩（sleech）の上に造られた都市である。またお
なじ堆積岩から作られた煉瓦によって建築物が創られている。（Brick）
レンガ作られるにつれて都市の基盤は減少していくのである。したがっ
て爆弾テロによって破壊されるベルファストは物理的にも自身をデコン
ストラクトしている。さらに手頃な大きさに割られた煉瓦は暴動のとき
の投石に用いられる。それはベルファストではBelfast　Confettiと呼ばれ
ている。
Suddenly　as　the　riot　squad　moved　in，　it　was　raining
　exclamation　marks，
Nuts，　bolts，　nails，　car－keys．　A　fou［nt　of　broken　type．　And　the
　explosion
Itself－an　asterisk　on　the　map．　This　hyphenated　line，　a　burst　of
　rapid　fire．．．
Iwas　tryi㎎to　complete　a　sentence　in　my　head，　but　it　kept
　stuttering，
Al　the　alleyways　and　side－streets　blocked　with　stops　and
　colons．
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1　know　this　labyrinth　so　well－Balanclava，　Raglan，　inkeman，
　Odessa　Street－
Why　can’t　I　escape？Every　move　is　pmctuated．　Crimea　Street，
　Dead　end　aga血．
ASaracen，　Kremlin－2　mesh．　Makrolon　face－shields．　Walkie－
　talkiers．　What　is
My　name？Where　am　I　coming　from？Where　am　I　going？A
　fus丑lade　of　question－marks．
　この詩ではBelfast　Confetttiは1）投石用のレンガ，2）紙吹雪，3）
壊れたタイプの活字の三重の意味を持っている。ベルファストという都
市が地図（紙）となり，名辞となったようにレンガは紙であり，同時に
名辞である。爆破されたものが，吹き飛んで，元の実体と思われたもの
を失い，断片と化すとき，それは名辞の連鎖となる（Nuts，　bolts，　nails，
car－keys）。壊れたタイプは「センテンス」を構築する能力の喪失を象徴
する（・1　was　trying　to　complete　a　sentence　in　my　head，　but　it　kept　stutte血9…’〉。
　爆破された都市の断片の名辞の連鎖がカーソンの詩にはしばしばあら
われる。‘…the　facade　of　Gasss　Bicycle　Shop　erupts　in　an　avalanche　of
glass　and　metal　forks　and　tubing，　rubber，　rat－trap　pedals，　toe－clips　and
repair　kits．’
　‘Smithfield　Market’は凄まじい破壊と腐敗の地獄図である。崩壊した
建物はベルファストのアナロジーである。この地獄には入り口も出口も
ない。すべてのものがばらばらになり，うじがわいている。崩壊物の間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に詩人はちらりとベルファストの地図を見る。この詩の中で動いている
ものは煙り，うじであるが，もうひとつ微かに動くものがある。焼跡に
　　　　　　　　　　　
残った地図の迷宮の中に鍵らしきものがあり，それは同時に‘something
many－toothed，　elaborate’である。刻みの多い精巧な鍵という文字どおり
の解釈もできるが，同時に，微かに動く，不気味な，多くの歯を持った
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怪物のようである。不気味な歴史の胎動を表現しているこの詩はイエイ
ツの「再臨」を連想させる。
　ジョイスのrユリシーズ」によってダブリンの再構築が可能であると
いわれているようにカーソンの詩によってベルファストの再構築が可能
であろう。彼の詩の中には建物，商店，ストリートが，またあらゆる現
代の商品の名前，音楽がでてくる。子供の頃，父親に連れられて登った
ブラック・マウンテンからのベルファストの眺望についてしばしばカー
ソンは語っている。（‘lntelligence’）彼の詩人としての想像力は現代都市
ベルファスト（しばしば「煉獄」に警えられる）の全貌を捕らえることに
関わっている。地図によってその渇望を満たすことは可能か？　彼は地
図に取り付かれているが，しかし，紛争の都市を捕らえるには地図だけ
では十分ではない。
No，　don’t　tnlst　maps，　for　they　avoid　the　moment：ramps，　barricades，
diversions，　Peace　L血es．　Though　if　there　is　an　ideal　map，　which　shows
this　city　as　it　is，　it　may　exist　in　the　eye　of　that　hehcopter　ratcheting
overhead，　its　searchlight　fingering　and　scanning　the　micro－chip
deviations：…。。・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（‘Question　Time’）
　断片化したベルファストの生の姿を捕らえる別の有効な手段は彼の詩
である。The　lrishfoT　1＞bの第二部の‘ClearanCe，　August　1969，　Campaign’
などの作品はあらゆる暴力と残虐な事件が日常となったベルファストの
姿を伝えている。ここでわれわれはヒーニーは現在の紛争の真相に深く
触れていないというJames　Simmonsの批判を思い出す。ヒーニーのレ
トリックの豊饒さが‘the　over－complication　of　vivid　realities’を生み出し
ているという彼の指摘はカーソンの詩とヒーニーの詩を比べると納得が
いくだろう。カーソンのヒーニー批判をヒーニーの‘Pl皿ishment’とカー
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ソンの℃ampaign’を比較して再確認してみたい。‘Punishrnent’では鉄器
時代に姦通のために虐殺された女のミイラと（相手は英国兵士か単にプロ
テスタントなのかはわからない）姦通を犯した現代の女が直線的に結び付
けられているために歴史性が除去されて，有史前の神話的儀式と現代が
媒介項なしに重なっている。繰り返しこの様な悲劇は起きるのだという
メッセージは慰めであると同時に，現代に起きる個別の事件の細部を無
視して「歴史の不可避性」に還元してしまうとカーソンは言う。同様の
ヒーニー批判がDavid　Lloydの‘Pap　for　the　dispossessed’にもみられる。
「現在の紛争の個別・具体的コンテキスで，暴力の性質と作用を問う作
業はあらかじめ排除されている。そして歴史はケルトの土着性の永遠の
回帰へと縮小される」とLloydは言っている。
　それではつぎにカーソンの℃ampaign’を引いてみよう。
They　had　questioned　him　fbr　hours．　Who　exactly　was　he？
　　And　when
He　told　them，　they　questioned　him　again．　When　they　accepted
　　who　he　was，　as
Someone　not　involved，　they　pUlled　out　his　fmgernails．　Then
They　took　him　to　a　waste－ground　somewhere　near　the
　　Horseshoe　Bend，　and　told　him
What　he　was．　They　shot　him　nine　times．
A　dark　umbilicus　of　smoke　was　rising　from　a　heap　of　burning　tyres．
The　bad　smell　he　smelt　was　the　smell　of　himself．　Broken　glass
　　and　knotted　Dures．
［1’he　knuckles　of　a　face　in　a　nylon　stocking．　I　used　to　see　him　in
　　the　Gladstone　Bar，
Drawing　pints　for　strangers，　his　anmost－perfect　fingers且ecked
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with　scum．
　ストッキングを被った男達に尋問された挙げ句に爪を抜かれ，廃物置
き場で射殺される男には名前はないが，事件の場所は個別の名前を持つ。
（Horseshoe　Bend，　the　Gladstone　Bar）燃えるタイヤの匂いは，悪臭であるが，
それは彼が爆弾の製造に関わったためか，姦通したためか（Durexは風船
爆弾，コンドームの両義），彼自身の犯罪の匂であろう。ともあれ，この
様な具体性において描かれた「復讐」はvivid　realityを十分に持ってい
る。抜かれた爪と，死者の生前の指の対照は生と死の断絶の悲劇を浮か
び上がらせる。
　カーソンは‘The　Irish　for　No’と‘Seria1’でもヒーニーをパロディー化し
ている。すべてが，意味を失い，個々の状況に対してもyesかnoか，簡
単には答えがない。それが，現在の北アイルランドであるとすれば，ヒ
ーニーのように‘Whatever　you　say，　say　nothing’と言うのも，カーソンの
ように「空のジャム瓶」を前にして‘mish－mash，　Hotch－potch’とつぶや
くのも紙一重である。
2．『サンザシの実』の寓意詩
　Door　intO　Dαrk（1969）から始まり，　PVinteriup　Out（1972）で展開し，
North（1975）で頂点に達したヒーニーのBog　Poemは，ヒーニーの
Catholic　Nationalistの立場を表明したものだったが，そのために彼は国
民詩人の役割を否応なく背負わされることとなった。ヒーニーの「われ
われが置かれている状況は，領土への敬信（piety）と帝国主義勢力のあ
いだに引き裂かれたアルスターにおける紛争の末尾である」という歴史
認識は，彼が南に移住して以来，いっそう強まり，詩人としての「この
紛争の苦境に適切なシンボルとイメージの探求」（‘Feelmg　into　Words’）は
P．V．GlobのThe　Bog　Peoptθとの出会いでBog　Poemに結実した。鉄器時
代初期の人身御供の儀式と重ねられることによって現代の北アイルラン
一83一
ヒーニーのrサンザシの実」の寓意詩（橋本）
ドの暴力の犠牲者は，ヒーニーの詩のなかで，すでに述べたようにアイ
ルランドの殉死の美学と結び付き，Cathleen　Ni　Hoolihanの復活を危惧
させた。territorial　pietyとsexualityとnationalismの連鎖はヒーニーの
アーキタイパル・パターンとなり，いままで述べてきたように歴史的決
定論（histohcal　detem曲sm）であるとの批判を浴びてきたのである。
　その後のFietd　Workでは‘The　Toome　Road’を除いてあからさまな郷
土愛を表現する詩は姿を消し，Stαtion　lslαnd（1984）では詩人が死者
との対話で自分のconscienceを問う過程で，政治が問題になっているが，
‘Station　Island’のxiiでジョイスの進言に仮託されているように，国民詩
人としでcommon　rite’に力を注ぐことを止めて，自分らしさを打ち出す
ことが今後の課題となっている。
・……・……・°°°°・°・°・ xour　obligation
is　not　discharged　by　any　common　rite．
What　you　must　do　must　be　done　on　your　o㎜
so　get　back　into　hamess．　The　main　thing　is　to　write
f（）rthejoy　ofit……
　ヒーニーの作品を3弼ねπ観απdまで追ってきた読者は，次の詩集で
ヒーニーが「自分らしい調子を打ち出し」，新たな地平を見せてくれる
のではないかと期待した。落胆派はヒーニーは衰退期に入った，政治的
状況を取り上げず，個人的アネクドートを歌う詩人に戻った。二番煎じ
の作品が多く，倦怠の気分があると感じた。‘Homely　moral　wisdom’だ
けが残った（Michael曲en）。保留付きの落胆派のAndrew　Watermanは
個々の詩にすばらしいものがあるが，全体としては質が落ちたという。
‘seif－indUlgent，　weakened　by　its　authors　awareness　of　himself　as　a　public
fugure，　substituting　facile　cerebration　for　his　former　imaginative
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relizations　of　lived　experience’と手厳しいσ）。　Terence　Brownは詩人が，
有名になった代価として，常に衆人の目に晒されて（accusatory　eye　of　a
public）疲れをみせている。彼はそのストレスからの解放と「もっと自
由な想像力の形態」を求めているとみている。擁護派のThomas　C．
Fosterは個人的な詩（母親の死を扱った℃learances’）と寓意詩（parable
poetry）によってあたらしい地平を開いたと評している。またAlan
Robinsonは「サンザシの実」を高く評価している。しかし，全員に共
通しているのは，『サンザシの実』は新しい地平を拓いたというよりは，
従来のヒーニーの詩のテーマの繰り返し，或いは，それをさらに洗練し
たものであるということである。母親の死を扱った℃learances’を除い
てもっとも目立つのは寓話詩である。
　具体的に『サンザシの実』の幾つかの詩のテーマについて概略を見て
みよう。詩句の細部の検討は省くことにする。‘Alphabets’はヒーニーの
幼年時代の文字言語への開眼から学校時代，教師時代，詩人としての仕
事を通じての言語意識をテーマとしているが，同時にそれはアイルラン
ド文化がゲーリック，ラテン語，ノーマン・フレンチ，英語といろいろ
な言語によって混成されていることを歴史的に検証している。文字言語
によって外の世界と歴史に目覚める詩人の自伝でもある。特に政治的な
要素はない。ヒーニーにとって詩の制作は自意識的言語行為であること
を示している。‘Terminus’はヒーニーが田園と産業社会，カトリックと
プロテスタントの文化の間に立って，バランスを取ることをテーマとし
ている。このテーマについてはすでに拙論「シェイマス・ヒーニー一一の
Song－in　between」で触れた。‘From　the　Frontier　of　Writing’は詩人が
南から北アイルランドに国境を越えるときの緊迫した検問の体験をテレ
ビ・インタヴューの経験と重ねている。政治的紛争とマスコミの暴力的
取材の時代において詩を書くことの厳しさがテーマ（マスコミ発達した情
報時代になにが失われるかをヒーニーは‘The　Mud　Visin’でも言及している）。
‘The　Haw　Lantern’は正しい思考，正しい行為とはなにか。サンザシの
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赤い実をディオゲネスのランタンに讐えて「道徳的血液判定」をテーマ
としている。自己検証の詩。正しき人とは何か？　後に挙げる‘From
the　Canton　of　Expectation’の‘one　among　us　who　never　swerved／from……
right　action’を連想させる。‘The　Stone　Grinder’は50年間，自分で編ん
だのではない縫れた糸を，夜のペネロペのように解いてきたが，鏡に映
った闇のように自分は報われないと嘆く。詩人としての嘆息と倦怠が技
巧なしで直接に表現されている。
　‘Hailstones’は霰をメタファーとして詩の生まれる稀有な瞬間をテー
マとしている。完全な霰もたちまち溶けて汚い軟氷となる。溶けて消え
てしまうヴィジョン（幼児のころ口に含んだ乳首や飴玉の表すもの。pre－
Oedipal　oral　gratification）を詩にすることに成功した瞬間をヒーニーはメ
タ・ポエムとして表現している。霰の後，光が差す光景と路上に車のタ
イヤ跡ができることは，光明のように詩が完成したことのメタファーと
なっている。この他に，姪の誕生を祝った‘A　Peacock’s　Feather’のよう
な素晴らしいoccational　poemもいくつか収録されているが，ここでは
省略する。『サンザシの実』で最も重要と思われる詩と母親の死を扱っ
た℃learances’であるがこれについては別の機会に取り上げたいと思う。
　既に言及した‘From　the　Frontier　of　Writing’を除外して，‘Parable
Island’（ウィリアム・ゴールディングの75才の誕生日を祝う記念集に寄せたも
の），‘From　the　Republic　of　Conscience’（1985年，アムネスティのために書
かれた），‘From　the　Land　of　the　Unspoken’，‘From　the　Canton　of
Expectation’，‘The　mud　Vision’，‘The　Disappearing　lsland’が寓意詩である。
どこででもあり，またどこでもないような特定の時と場所を設定して，
話をアレゴリーに置換し，普遍性を持たせたものがパラブルであるとす
れば，複数の読みが可能である。‘Parable　Island’も北アイルランドの状
況の寓話であると解釈して良かろう。
　戦闘的プロテスタントはアルスターを敵国に取りこまれた飛び地（島）
とみなしているし，一方でカトリックのナショナリストは英帝国に飲み
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込まれた自国の飛び地（島）とみなしている。
Although　they　are　an　occupied　nation
and　their　only　border　is　an血land　one
they　yield　to　nobody血their　behef
that　the　country　is　an　island．
両者ともに，歴史に書き込みを重ねて自説を譲らない。
One　school　thinlくs　a　post－hole　in　an　ancient且oor
stands　first　of　an　for　a　pupil　in　an　iris．
The　other　th血ks　a　post－hole　is　a　post－hole．　And　so　on一
　以前のヒーニーと異なり，この詩では北アイルランドの紛争に対して
カトリック・ナショナリストの立場をはなれて，不幸な二項対立をパロ
ディ化している。これはヒーニー流のデコンストラクトである。より広
い視野から北アイルランドの状況を見る視点をヒーニーは寓話詩に見出
したと言える。
　ひとつには北アイルランドの紛争が世界の注目を集めていることと，
ヒーニーを中心とした北アイルランドの作家たち（Brian　Frielなどの劇作
家も含む）が世界に知られるにつれて，ヒーニーにとってbackgroundで
あったものが前景化（foreground）されてきたことによって北アイルラ
ンドの状況をparableにしやすくなったと言えるだろう。政治をparable
によって表現することのヒーニーにとっての利点は，かってのソ連や東
欧や南アフリカ，西インド諸島の詩人達との共通の状況を普遍化でき，
北アイルランドの政治状況を書き込んでも，具体性をdisplaceすること
が容易になることである。
　ここで，ヒーニーの政治的立場を考えると，かってはCatholic
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nationalistであると言う立場から，最近ではオックスフォードの講演の
ひとつである‘Frontiers　of　Writing’で述べているConstitutional
nationalist（政治改革よる紛争の解決をめざす〉へと自己規定を変えている。
要するにIRA（とくに暫定派）の活動方針に対する反対の色を明確にした
ということである〔S｝。
And　yet　the　bind　in　which　1　found　myself　mirrored　exactly　the　classic
bind　of　all　of　Northern　Ire正and’s　constitutional　nationalists．
Constitutional　nationalists　find　themselves　constantly　wrong－footed
or　are　fbrced　to　wrong－foot　themselves　because　of　a　conflict　between
on　the　one　hand　their　commitments　to　cultural　and　political　ideals
which　are　fundamentally　Ireland－centred－aconflict　between　this　on
the　one　hand　and　on　the　other　hand　their　disavowal　of　support　for
the　violent　means　of　the　Irish　Republican　Army，　an　army　which
operates　with　pre－emptive　and　atrocious　force　in　order　to　further
similar　cultural　and　political　ideals．
　　『サンザシの実』のparableの中でも‘From　the　Canto　of　Expectatin’と
その姉妹編ともいえる‘The　Mud　Vision’はもっとも難解である。セクト
主義が横行し，政治的メッセージと詩が紙一重にオーバーラップして解
釈される危険のあるアイルランドの状況下で，ヒーニーは言語操作によ
って，幾重にも防御したうえで，政治的，宗教的メッセージを伝える
（一見，自然詩，風景詩にみえる‘Gifts　of　Rain’が実際はナショナリズムのメッセ
ージを含むものであることは既に詳細に論じた）。ここではこれらの2つの
寓意詩は，ヒーニーが共感的に受容してきたカトリック社会と歴史を脱
構築するこころみである（『サンザシの実』の最後の詩は‘The　Riddle’であり，
その前が‘The　Disappearing　lsland’である。従って，‘From　the　Canton　of
Expectation’と‘The　Mud　Vision’を含む4つの詩は「ヴィジョン」についての「な
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ぞ」を寓意として表現していると考えられる）。
　‘From　the　Canton　of　Expectation’は文法の法の推移（祈願法，命令法，
条件法，直接法）に従って，北アイルランドのカトリック社会の推移を
追っている。第一セクションはカトリックの「忍従」「諦め」のエトス
が「敗北主義」を生んでいることを示している。‘We　lived　deep　in　a
land　of　optative　moods，／under　high，　banked　clouds　of　resignation．／A
rustle　of　loss　in　the　phrase　Not　in　our　life　time，’彼等は野外でのダンスや
歌に興じる。英国やプロテスタント社会から受けた「恥ずかしめ」，自
分たちの犠牲については自覚がない。
　第ニセクションは新たな世代の誕生を扱う。ヒーニー自身を含む，
1947年の教育法の世代である。拙論「Englishness　v　Barbarians」で既に
触れたように，この教育法によって中等教育，大学と進学できたヒーニ
ーたちは自分たちのカトリックのバックグランドを一層，自覚するよう
になる。ヒーニー自身の言葉を引用すると「北アイルランドの1960年
代の政治的，文学的エネルギーの爆発はこの教育法と関係している。と
くに言えることは，カトリックの，都市の労働者階級の師弟と地方の小
農の師弟が，埋もれた生活から教育の世界に入ることができたことだ」
（シェマス・ディーンとのインタヴュー，New　York　Times　Revie2v　no．48，1979）
彼等の世代は‘……agrammar／of　imperatives，　the　new　age　of　demands’で
ある。彼等は前の世代の敗北主義を排して，知識と知性で戦う事を決意
して，「条件法」を排除する。
　第三セクションは「忍従」を説く，アイルランドの守護聖人，聖バト
リックの加護の元にカトリック社会が伝えてきたものが詩人にとって，
‘a　fang　of　menace’であると告白している。それでは詩人が耳を澄まして
待ち望むものはなにか？
Iyeam　for　hammerblows　on　clinkered　planks，
the　mcompromised　report　of　driven　thole－pins，
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to　know　there　is　one　among　us　who　never　swerved
from　an　his　instincts　told　him　was　right　action，
who　stood　his　ground　in　the　indicative，
whose　boat　Will　lift　when　the　cloudburst　happens．
　洪水に備えて箱船を準備するノアによって詩人は何を暗示しているの
か？　‘uncompromised　never　swerved　right　action　indicative’などの言葉
が暗示するのは，危急のときの正義と行動の人である。パラブルをイデ
オロギー・コードとして解読すると，　1）忍従を拒否して行動する
IRAと受け取れるか？　2）‘Gifts　of　Rain’でも‘A　New　So㎎’でも豪雨によ
る川の増水は，ゲールの復活を暗示している。ここでもふたたびヒーニ
ーはロマンティク・ナショナリズムの夢を語っているのか？　3）ある
いは，この正しい行動の人とは‘The　Haw　Lantern’のなかでディオゲネ
スの探す，‘one　just　man’であり，それは国民詩人である事を要請され
たヒーニーの（潜在願望的な）詩人像であろうか？このように多様な解
釈を許容するのが寓意詩の特徴である。
　‘The　Mud　Vision’は難解な作品である。第一スタンザはアイルランド
のカトリック教の信仰（アルコーヴに置かれたキリストの礫刑像に示されて
いる）が現代を象徴するジェット機マスコミと映像，パンク・ファッ
ションを併置して現代文明とアイルランドの関係を暗示している。アイ
ルランドを舞台にした映画がロケされているが，アイルランドは現代の
過剰な映像文化の見世物になっている。
　第ニスタンザには突然，「泥のヴィジョン」が立ち現れる。それは
‘midlands’とあるから古代のアイルランドの中心であったタラの丘を思
わせる。‘且ower　of　mud’がゲーリックの文化を示すことは別の箇所です
でに指摘したが，ここでは‘rose　Window　of・mud’は古代アイルランドの
初期キリスト教であろうか？　静止した太陽は黙示録的な予徴である。
次にキリスト教の修練らしきものがでてくるが，文脈は不明である。
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　第三スタンザでは「徴を見た世代」がでてくる。虹は創世記では神の
イスラエル人との契約を示すが，これは‘Exposure’の‘once－in－a－lifetime
portent’を暗示する。これはアイルランドの統一と植民地化される以前
のアイルランドの夢への復帰を示すものとも解釈できる。この世代は
1916年のイースター蜂起の世代，あるいは1968年のカトリック公民権
運動の世代とも解釈できる。しかしそれは愚かな期待だった。遺跡と化
した教会はマスコミのカメラの前に晒されて，事後のくだらない解説の
ために本当のヴィジョンは霧散するのである。‘What　might　have　been
origin／We　dissipated　in　news．’原点に立ち戻る「ヴィジョン」を失った
我々はパントマイム役者のようにカメラの前に役を演じるだけだと法人
は自嘲ぎみに結論を下している。
‘The　Disappearing　lsland’についてはヒーニー自身の解説がある（9’。聖
ブレンダンと修道士たちは西の海の島に上陸した。彼等はそこに隠棲し
て，信仰生活を送ることにした。しかし島と思われたものは海の怪物で
翌日には，身を翻して波間に消えてしまったという。
The　land　sustaining　us　seemed　to　hold　firrn
Only　when　we　embraced　it　in　extremis
All　1　believe　that　happened　there　was　vision．
　ヒーニーは最後の行の「ヴィジョン」に二つの解釈を与えている。ひ
とつは「幻覚，思い込み」であり，もうひとつは「現実を越える覚醒し
た想像力」である。二つの解釈が成立する。一つは「危機のときに我々
がよって立つ基盤としての島（アイルランド）は」1）危機が過ぎるとそ
こで生じたすべては幻覚であった。この解釈は‘The　Mud　Vision’の「ヴ
ィジョン」と共通する。2）頼みの綱とした島はヴィジョンの力によっ
て生まれたのだ。この「ヴィジョン」は詩の「想像力の自由空間」を指
すと同時に，現実を写すのではなく，現実を生み出すものとしての「ヴ
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イジョン」である。
　ヒーニー自身，つねに両義的に解釈できる言葉の操作によって，意味
の「不決定」を狙っているように見える。政治的に明確に「決定」でき
る意味を曖昧にすること。これがヒーニーが選んだ自己のデコンストラ
クションである。自分の属するカトリック社会の敗北主義を脱構築する
方法としてヒーニーは寓意詩を選んだ。
　最近のヒーニーは政治と詩の両者に対して，‘positive’な立場を警戒し
ている。彼はノーベル賞記念講演の中で次ぎのように発言をしている“D’。
Only　the　very　stupid　or　the　very　deprived　can　any　longer　help
knoWing　that　the　documents　of　civilization　have　been　written　in
blood　and　tears，　blood　and　tears　no　less　real　for　bing　very　remote．
And　when　this血teUectual　predisposition　coexists　with　the　actuahties
of　Ulster　and　Israel　and　Bosnia　and　Rwanda　and　a　host　of　other
wounded　spots　on　the　face　of　the　earth，　the　inchnation　is　not　only
not　to　credit　human　nature　With　much　constructive　potential　but　not
to　credit　anything　too　positive　in　the　work　of　art．
　先にあげたJohn　Wilson　Fosterも最近のヒーニーの詩には政治色が少
なくなったことを指摘している（‘Heaney　has　recently　seemed　to　want　to
sumount　his　origins　and　tribal　membership，　and　evade　any　possible　imputations　of
regionahsm　or　even　nationalism’）が，その最大の原因は解決の糸口の見え
ない内紛にたいして，政治的発言，行動をすることへの警戒，また無力
感，徒労感（ヒーニーの場合それは自己呵責と重なっている）であろう。
　1972年の「血の日曜日事件」（デリーで行われた北アイルランド公民権協
会のデモに対してのイギリス軍の弾圧により13名の死者が出た）前後，数年
はカトリック陣営に対する共感から，ヒーニーも‘racial　blood－music’を
奏でることが可能だった。しかし，その後の紛争は血で血を洗う報復と
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なり，英国政府の懐柔策にもかかわらず事態は悪化の途をたどる。ノー
ベル賞記念講演でヒーニーは1974年（サニングデール協定の会議の年）か
ら1994年8月の停戦協定までを振り返って「この20年間で希望は消え
た」と述べている。ピー一一ニーは自分の詩を「自由な想像力と宗教的，政
治的，家庭的義務の束縛との対立の様相」と捕らえてきたが，次第に
「自由な想像力」のみを詩の領域とすることを願うようになったように
見える。「自由な想像力」の内実とはどのようなものか？彼の目指す方
向はSeeing　ThingS（1991）に現れている。ここでは十分にこの詩集を
論じる余裕はないが，ヒーニーの心境を率直に吐露した，第一部の最後
の詩‘Fostering’にヒーニーの今後の方向性がうかがえるのである。
　生きることの重さの実感と詩作の凪の状態が続いたことが吐露されて
いると同時にここに今後の彼の詩（それはこの詩集の第二部に結実している）
の方向性が‘To　credit　marvels’轟こ暗示されている。
Heaviness　of　be血g．　And　poetry
Sluggish　in　the　doldmms　of　what　happens．
Me　waiting　until　1　was　nearly　fifty
To　credit　marvels．　Like　the　tree－clock　of　tin　cans
The　tinkers　made．　So　long　for　air　to　brighten，
Time　to　be　dazzled　and　the　heart　to　lighten．
（1）
（2）
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